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兵庫県教職員組合
代表者

次
教
育
研
究
活
動
の
推
進
に
つ

い
て
の
協
議
事
項
で
は
、
第
61

次
兵
庫
県
教
育
研
究
集
会
の
課

題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
た
、

①
「
開
か
れ
た
教
研
」
と
し
て

の
分
科
会
運
営
の
推
進
、
組
合

員
以
外
の
リ
ポ
ー
タ
ー
の
増
、

②
指
定
分
科
会
へ
の
積
極
的
な

リ
ポ
ー
ト
提
出
、
③
「
評
価
・

選
抜
制
度
と
進
路
保
障
」
分
科

会
の
活
性
化
、
④
特
別
分
科
会

「
生
き
る
力
を
育
む
教
育
」
の

充
実
、
⑤
リ
ポ
ー
ト
数
が
少
な

く
、
運
営
に
苦
慮
し
て
い
る
分

科
会
へ
の
と
り
く
み
、
⑥
職
場

を
基
盤
と
し
た
分
会
教
研
の
活

性
化
、
⑦
子
ど
も
の
実
態
を
深

く
見
つ
め
、
具
体
的
な
実
践
に

お
け
る
子
ど
も
の
変
容
・
育
ち

が
見
え
る
リ

ポ
ー
ト
の
提

出
、
⑧
分
科

会
討
議
の
場

で
の
、
お
互

い
の
立
場
を

尊
重
し
た
言

動

へ

の

留

４
月
27
日
、

ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル

で
第
１
回
兵
教

組
教
文
部
長
会

が
お
こ
な
わ
れ

た
。当

面
す
る
教

育
改
革
運
動
の

推
進
で
は
、
４

月
17
日
に
実
施

さ
れ
た
「
全
国

学
力
・
学
習
状

況
調
査
」
の
実

施
及
び
結
果
に

つ
い
て
「
平
成

24
年
度
全
国
学

力
・
学
習
調
査
に
関
す
る
実
施

要
領
」
の
周
知
徹
底
と
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
対

応
を
も
と
め
た
。
調
査
の
「
希

望
利
用
」
に
あ
た
っ
て
は
、
各

学
校
に
お
い
て
、
授
業
等
の
中

で
、
子
ど
も
た
ち
の
意
欲
向
上

に
活
用
す
る
方
向
で
の
利
用
が

確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
抽
出
調

査
に
準
じ
た
利
用
を
し
た
場

合
、
調
査
結
果
の
分
析
と
活
用

に
つ
い
て
、「
個
々
の
学
校
名

を
明
ら
か
に
し
て
公
表
す
る
こ

と
は
、
地
域
間
や
学
校
間
の
序

列
化
、
過
度
の
競
争
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
お
こ
な

わ
な
い
」「
指
導
の
改
善
・
支

援
や
教
育
条
件
整
備
に
結
び
つ

け
る
も
の
と
な
る
こ
と
」
を
も

と
め
て
い
く
こ
と
が
留
意
点
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

「
教
員
免
許
更
新
制
」
に
つ

い
て
は
、
日
教
組
を
通
じ
て
更

新
制
の
廃
止
を
包
含
す
る
法
改

正
を
強
く
も
と
め
る
と
と
も

に
、
対
象
者
へ
の
更
新
講
習
等

の
情
報
提
供
な
ど
、
失
効
者
を

出
さ
な
い
と
り
く
み
を
本
部
・

支
部
・
分
会
が
連
携
し
て
す
す

め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
教
育
実
践
を
す
す
め

る
に
あ
た
っ
て
は
、
県
教
委
通

知
「
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施

に
あ
た
っ
て
」
を
生
か
し
、
兵

庫
教
育
文
化
研
究
所
発
行
の
討

議
資
料
『
学
校
発
・
兵
庫
の
教

育
改
革
』
及
び
各
支
部
で
開
催

さ
れ
た
教
育
課
程
学
習
会
で
の

提
起
を
ふ
ま
え
、
子
ど
も
が
主

体
と
な
る
創
意
工
夫
を
こ
ら
し

た
教
育
実
践
が
展
開
で
き
る
よ

う
と
り
く
み
、
あ
わ
せ
て
教
育

条
件
の
整
備
を
も
と
め
る
。

さ
ら
に
、
本
格
実
施
と
な
る

新
学
習
指
導
要
領
を
受
け
た

「
特
別
支
援
学
校
教
科
書
の
採

択
」に
あ
た
っ
て
は
、子
ど
も
・

教
職
員
・
保
護
者
の
意
見
が
反

映
さ
れ
る
透
明
・
公
正
な
教
科

書
採
択
を
も
と
め
る
と
り
く
み

を
す
す
め
る
。

『
２
０
２
０
年
―
情
報
社
会

と
教
育
改
革
』（
兵
教
組
第
５

次
提
言
）、『
い
の
ち 

や
さ
し

さ 

ま
な
び
』（
兵
教
組
震
災
10

周
年
提
言
）
の
具
現
化
を
め
ざ

し
、
12
年
度
県
教
委
新
規
事
業

等
、
兵
庫
の
教
育
政
策
の
実
践

化
を
は
か
る
こ
と
な
ど
が
確
認

さ
れ
た
。

子どもの最善の利益を追求し、人権尊重、共生教育の推進を
第１回兵教組教文部長会

第62次兵庫県教育研究集会（ひょうご教育フェスティバル）にむけて
兵教組第１回教研推進委員会

吉川 景敏 教文部長

教
文
部
長
会

に
引
き
続
き
、

兵
教
組
第
１
回

教
研
推
進
委
員

会
が
お
こ
な
わ

れ
た
。
子
ど
も

を
中
心
に
す
え

た
教
育
研
究
活

動
推
進
の
と
り

く
み
と
し
て
、

兵
庫
教
育
文
化

研
究
所
、
兵
庫

県

民

大

学
、

ひ
ょ
う
ご
芸
術

文
化
セ
ン
タ
ー

の
２
０
１
１
年

度
の
経
過
報
告

が
あ
っ
た
。

ま
た
、
第
62

長本 浩嗣 事務局長

～ 各支部・分会でのとりくみを ～

●�原則としてリポーターの全日程参加の体制を整え
よう！

●�全支部からの地域リポーター選出（１人以上）に
むけ計画的にとりくもう！

●�子どもを中心にすえたカリキュラム編成など学校
改革をすすめ、創造的な教研活動を推進しよう！

　　今年度の指定分科会は…
	 ・自治的諸活動と生活指導（小学校・中学校）
	 ・人権教育
	 ・障害児教育
	 ・国際連帯の教育
	 ・平和教育
	 ・情報社会と教育
	 ・評価・選抜制度と進路保障
	 ・教育課程

●�指定分科会への傍聴参加体制を確立しよう！

●�防災文化・防災教育の創造に関するリポートを積
極的に提出しよう！

●�『兵庫の教育第61集〈第62次教研活動のてびき〉』
を熟読し、リポート作成に反映させよう！

意
、⑨「
全
国
教
研
リ
ポ
ー
タ
ー

選
出
の
原
則
」
の
見
直
し
と
徹

底
、
な
ど
が
重
点
的
に
提
起
さ

れ
、
確
認
さ
れ
た
。

研修会や展示会に便利な立地です。

兵
教
組
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
活
用
を

教
育
文
化
研
究
所
は
、
第
59

次
教
育
研
究
集
会
以
降
、
司
会

者
・
共
同
研
究
者
か
ら
推
薦
を

受
け
た
リ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、

リ
ポ
ー
タ
ー
本
人
の
承
諾
、
個

人
情
報
の
保
護
に
留
意
し
、
兵

教
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
組
合
員

専
用
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
支

部
・
分
会
・
組
合
員
の
教
研
活

動
を
継
続
的
に
支
援
し
て
い

る
。

「バッタの高とびきょうそう」

新温泉町浜坂東小学校三年

山本　爽太

（こどもの詩と絵　第32集より）

兵教組ホームページ
http://www.hyokyoso.net/
兵庫教育文化研究所
わたしたちの研究と実践
（組合員専用ページ）へ
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三
役
に
な
っ
て
の
抱
負�

★�

こ
れ
ま
で
の
先
輩
方
が
築
か

れ
て
き
た
兵
教
組
事
務
職
員

部
運
動
の
歴
史
に
学
び
、
直

面
し
て
い
る
課
題
の
解
決
に

む
け
て
、
な
か
ま
の
声
を
聞

き
、大
切
に
し
て
と
り
く
む
。

★�
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
だ
が
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
思
い
を

大
切
に
、
１
つ
１
つ
全
力
で

と
り
く
ん
で
い
き
た
い
と
思

う
。

★�

事
務
職
員
部
の
課
題
解
決
に

向
け
、
役
立
ち
た
い
。

と
り
く
み
の
重
点
課
題

★�

兵
教
組
事
務
職
員
部
の
運
動

の
語
り
継
ぎ
を
活
動
に
取
り

入
れ
、
運
動
の
継
承
と
発
展

を
は
か
る
。

★�

新
採
用
事
務
職
員
、
未
加
入

事
務
職
員
の
加
入
促
進
を
は

か
り
、
組
織
強
化
・
拡
大
に

と
り
く
む
。

★�

「
標
準
職
務
に
関
す
る
基
本

要
綱
の
定
着
、
研
究
活
動
・

研
修
制
度
の
充
実
、
職
務
の

確
立
」
に
と
り
く
む
。

★�

事
務
職
員
の
仕
事
に
大
き
く

影
響
す
る
制
度
改
正
が
続
い

て
い
る
。
現
場
に
と
っ
て
も

制
度
改
正
が
改
善
に
つ
な
が

る
よ
う
に
、
課
題
解
決
に
と

り
く
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

★�

新
旅
費
シ
ス
テ
ム
や
手
当
の

権
限
移
譲
と
い
っ
た
仕
事
内

容
の
変
化
に
、
現
場
の
事
務

職
員
が
と
ま
ど
わ
な
い
よ

う
、
当
局
と
の
交
渉
や
手
立

て
を
考
え
る
。

組
合
活
動
を
と
お
し
て

★�

教
職
員
が
毎
日
を
自
分
ら
し

く
、
生
き
生
き
と
過
ご
す
こ

と
が
で
き
、
活
力
あ
る
「
学

級
づ
く
り
」
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

★�
兵
庫
は
広
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

た
く
さ
ん
の
課
題
が
あ
る
。

そ
こ
に
コ
ツ
コ
ツ
と
ま
じ
め

に
仕
事
に
向
き
合
っ
て
い
る

仲
間
の
事
務
職
員
が
い
る
。

そ
の
事
務
職
員
の
思
い
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
組

合
活
動
を
つ
く
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て

い
る
。

★�

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
と
多
く
の

出
会
い
を
通
し
て
、
課
題
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
て
い
る
。

県
内
全
域
で
一
つ
で
も
解
決

で
き
る
よ
う
と
り
く
み
た

い
。

そ
の
他
伝
え
た
い
こ
と

★�

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
」
を
す
ぐ
に
実
践
す
る

の
は
難
し
い
で
す
が
、
そ
れ

を
意
識
し
て
生
活
す
る
の

と
、
そ
う
で
な
い
の
と
は
雲

泥
の
差
が
あ
る
。
仕
事
と
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
の
楽
し
み
の
バ

ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と
る
こ
と

を
意
識
し
た
い
の
も
の
だ
。

★�

笑
顔
を
忘
れ
ず
、一
歩
ず
つ
。

な
か
ま
の
皆
さ
ん
へ

★�

「
ひ
と
り
で
見
る
夢
は
、
夢

で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
誰

か
と
見
る
夢
は
現
実
だ
」

（
ヨ
ー
コ
・
オ
ノ
）

★�

一
人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
い

が
、
心
を
一
つ
に
力
を
合
わ

せ
て
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
一
年
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

★�

と
も
に
す
す
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

★�

組
合
活
動
を
す
す
め
る
に

は
、
気
持
ち
を
一
つ
に
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

　あかしあ台小分会の丸山香屋子です。
　私は、昨年度勤務しておりました武庫小学校で臨
採部に入りました。正直申しますと、組合のことに
ついては、まだほとんどわかっていないままです。
ですが、この1年間で気付いたこともあります。
　分会会議では、いつもたくさんの先生が発言され、
いろんな意見が飛び交います。でも、どの先生のど
の言葉にも、その中心には子どもたちへの強い想い
が感じられました。今、目の前にいる子どもたち、
そしてこれから先の未来の子どもたちに、少しでも
良い環境で、少しでも良い教育を受けさせてあげた
いという想いで溢れていました。そのために、遅く
まで何度も何度も議論を重ね、喜び合い、時にはく
やしい思いでいっぱいになっていらっしゃる先生方
を私は誇りに思います。
　きっと、ここにいらっしゃる三田のどの分会でも、
このような話し合いがなされているのだと思います。
そう思うと、教員という道を選択し、この三田市で
採用されたことを改めて幸せに思います。
　まだまだ、何も知らない未熟者ではありますが、
先生方と共に子どもたちの為に活動していきたいと
思います。
　今後ともよろしくお願い致します。

各
支
部
に
お
い
て
は
、
県
内

で
１
，
２
０
０
人
を
越
え
る
採

用
者
の
組
合
加
入
の
と
り
く
み

に
力
を
い
れ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
新
し
く
仲
間
に
な
っ
た
新

組
合
員
の
声
や
支
部
の
思
い
な

ど
を
紹
介
す
る
。

新組合員の声

丸山 香屋子 さん

支部だより

兵教組三田支部第67回定期総会（４月18日）より

私たちのリーダー

兵教組専門部三役
専門部の新三役の意気込みや皆さんへ
のメッセージなどを紹介します

事務職員部

左から白石明副部長（姫路）、松本亨部長（宝塚）、嶋中真理子副部長（神戸）、今
岡正喜副部長（美方）

空
に
向
か
っ
て
さ
け
ん
で
も

篠
山
市
丹
南
中
学
校
　
二
年
　

赤
井
　
愛
里
沙

空
に
向
か
っ
て
叫
ん
だ

で
も

答
え
は
返
っ
て
こ
な
い
で
し
ょ

自
分
で
考
え
ろ
っ
て
こ
と
だ
よ
ね

（
こ
ど
も
の
詩
と
絵
　
第
32
集
よ
り
）

「ゆれる桜」
豊岡市高橋小学校六年　松元 堅人

三
田
支
部
長

本
松 

岳
志

新
採
用
の
少
な
く
な
っ

た
三
田
の
総
会
で
、
新
組

合
員
を
代
表
し
て
、
あ
か

し
あ
台
小
分
会
の
丸
山
香

屋
子
さ
ん
か
ら
あ
い
さ
つ

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
い
さ
つ
で
、
私
た

ち
が
子
ど
も
を
中
心
に
と

り
く
ん
で
き
た
組
合
活
動

（
と
り
わ
け
分
会
で
の
活

動
）が
、い
か
に
正
し
か
っ

た
の
か
を
再
認
識
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
聞
い
て

い
る
私
た
ち
も
、
胸
を
熱

く
し
大
い
に
勇
気
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
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